
2A19 東京大学工学部システム 創成学科における MOT 教育 

0 藤未 健三 ( 東大工学 ) 

要旨 

平成 1 2 年 4 月、 東京大学工学部にシステム 創成学科が創設された。 これは今まで 技術で分 

けられていた 学科を技術が 対象とする「システム」によって 区分するといった 全く新しいコン 

セプトで生まれたものであ る。 このシステム 創成学科の中に「知能社会システムコース」が 設 

置されており、 このコースでは、 テクノロジー・マネジメント と デザイン・テクノロジーを 柱 

に 教育を進めることとしている。 本 コースの取り 組みは今始まったばかりであ るが、 その取り 

組みについて 説明する。 

1.  工学部における 学科の推移 

明治時代、 東京大学が発足して 以来 ( 工部学校として 発足 ) 、 工学部は機械、 電気、 土木な 

どの技術を軸とした 学科に分かれていた。 それは、 機械技術者、 電気技術者、 土木技術者の 養 

成が富国強兵を 目標とした政府の 要望であ ったからであ る。 つまり、 工学部は本来職業能力を 

つけるための 高等教育機関としての 性格を明確にしてきたのであ る。 これは、 欧米へのキャッ 

チアップとして、 明治の富国強兵以後、 戦後派産業振興の 国家目標と符合し、 効率良くその 使 

命を達していたと 言える。 

例えば、 船舶については、 日露戦争時点では 戦艦の全てがイギリスをはじめとする 外国製だ 

っ たものが、 第 1 次 世界大戦頃 には、 自前で戦艦を 建造するだけの 技術を身に付けるに 至って 

いる。 また、 航空機についても、 急速に世界一流のレベルにまで 達し、 当時の最高性能を 示し 

た 零戦を完成させている。 戦後もその流れは 引き継がれた。 産業振興のため、 工学部卒業生は 

大変効果的な 貢献をしてきた。 兵器が民需工業製品に 変わったが、 経済の道具としての 工業製 

品の設計と製造に、 優秀な職業能力が 集中された。 

既に概念の明確な 、 例えば自動車の 設計と生産のような 技術目標にとっての、 職業能力の定 

義 づけは、 やほり 明確で、 工学部の教育は、 材料力学や流体力学というような、 科学的かつ要 

素的なものをメニューとして 揃えればよかった。 これが工学部のカリキュラムの 典型となって 

きた。 この形は、 昭和 40 年代の高度成長時代に 領域的な学科の 増設によって 定着していった。 

このように領域を 限定された職業能力の 養成を中心とした 教育を受けた 工学部卒業生は 、 既 

成の概念の工業製品の 設計と生産にスペシャリストとして 取り組むことから、 社会人としての 

キャリアを開始し、 そのような実務経験の 中から、 自発的にマネ 、 ジメント能力を 引き出すこと 

に成功した一部の 技術者が、 経営という別の 職業能力を期待されるポジション ヘ 移行していく   

スペシャリストとして 育ったエンジニアが、 優秀な管理者として、 大きな貢献をした 例は大変 

多かった。 スペシャリストとしての 職業能力の養成が、 自然に、 管理者の能力養成につながっ 

ていく例が多かった 訳であ る。 
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しかし、 これは、 産業または企業の 目標が、 比較的明確に 定義されるもの、 例えば具体的な 

工業製品を対象としていた 時代だったからと 考えるべきだろう。 

21 世紀を間近にこのような 方程式が役立たない 複雑な世界が 広がってきている。 工学の対象 

も広がらざるをえない。 

2.  工学部学生の 職業 視 

これから専門課程に 移ろうとする 工学部の学生 ( 東大の場合 2 年後期 ) に将来の職業に 対す 

る ビジョンを問うと、 3 種類の答えが 返ってくる。 具体的な物作りの 職業を目標とする 場合、 

環境といった 暖味 な社会目標を 指定する場合、 全く暖 昧 で、 個人の自由な 生き方だけを 主張す 

6 場合であ る。 

その後の後期の 大学教育にもかかわらず、 このような意識が 結構そのまま、 就職時の選択に 

反映しているように 見える。 過去かなり長い 期間にわたって、 多彩化してきた 工学部生の職業 

選択と関連している。 このことは、 製造業への人材供給を 手薄にするかわり、 それ以外の分野 

への理系の頭脳の 供給を行 う というメリットを 与えてきたということであ るが、 一方では、 こ 

のような現実に 対して、 つまり、 工学部卒業生の 職種の拡大に 対して、 大学の職業能力養成の 

ためカリキュラムに 対して、 改良の努力はほとんど 何もなされてこなかったとも 言える。 製造 

業のスペシャリスト 養成だけを志向したカリキュラムの 堅持は、 社会からも学生からも 疑問符 

がつけられたままであ ると言える。 

このことを、 別の側面から 見れば、 工学の目標が 大きく変化しっ っ あ ると言える。 工業製品 

だけでなく、 複雑で広い意味でのシステム 一 全部まとめて 総称するならば、 社会システム 一 

を 知能化する工学教育が 求められているのではないだろうか。 

3.  システム創成学科・ 知能社会システムコース 

平成 12 年度より東京大学工学部にシステム 創成学科が発足する。 4 つの学科が合体し、 学 

土定員約 170 名の大学科が 誕生する。 大学院教育を 担当する専攻は、 現状のまま残されるが、 

4 学科が新しい 時代の学部教育を 始めるのであ る。 4 学科 中 3 学科は、 明治時代より 続く学内 

でも最も伝統的な 学科だったので、 これは大変大きな 学科改革ということができる。 システム 

創成学科には、 環境エネルギーシステム、 シミュレーション、 生体情報システム、 知能社会 シ 

ステムの 4 つのコースが 設けられるが、 そのうち知能社会システムコースが 最もユニークか 

つ新しいものであ る。 前述のような、 専門技術に特化した 縦割りの工学教育を 改め、 社会と学 

生 が求める新しい 職業能力養成コースを 現実化する一つの 試みと言える。 

知能社会システムコースでは、 高度に知能化・ 情報化した 21 世紀社会を、 産業創出、 政策 

立案ができるような 人材がリードする 社会と位置付け、 理系でもあ り文系でもあ る技術系の経 

営 / 政策エリート ( エグゼタティブ・エンジニア ) を養成することを 目標としている。 エグゼ 

タティブ・エンジニアは、 従来の工学体系が 大切にしてきたモノ 作りの重要性を 認識し、 その 

可能性と発展性を 広い視野から 探求することができる 新しいタイプのエンジニアであ る。 
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4. デ サインとマネジメント 

知能社会システムコースでの 教育内容は、 かなり広範囲をカバーするが、 基本的には 2 つ 

の 職業能力を養成しようとしている。 デザイン・テクノロジーとテクノロジー・マネ 、 ジメント 

であ る。 もっと簡単に 言えば、 デザインとマネ 、 ジメントの両方の 能力を備えた 新しいエンジニ 

アを 育てようとするものであ る。 

このコースは、 デザイン・テクノロジーが、 結局、 工業製品だけではなく、 色々なシステム、 

環境のような 複雑系システムのデザインに 向けられねばならないということと、 デザインする 

べきものの選び 出しとデザインされたものの 実現化のためには、 マネジメントが 最も重要であ 

るとの 2 つの考えの融合の 上に立脚している。 

工学の中で、 デザインが最も 本質的なものであ りながら、 実際には、 専門領域的または 解析 

的な技術に偏重してきたことの 是正と、 マネ 、 ジメント教育の 欠如とを遅れ 馳せながら補おうと 

いう わけであ る。 テクノロジー・マネジメントは、 MBA や MOT (management of technology) 
のようなアメリカで 始まった教育コースと 相通じるものがあ る。 しかし、 このコースでは、 デ 

ザインを中心とした、 エンジニアリンバ 的なものに立脚したマネ 、 ジメントを目標とすることを、 

特色としたいと 考えている。 

5.  楼台 化 能力の育成 

職業人に必要な 能力として、 技術的能力 ( technicalskill) 、 人間的能力 (humanskill) 、 

総合化能力 (conceptual skill) の 3 つが 挙げられることがあ る。 従来の工学教育は、 技術 

的 能力の養成が 中心だった。 そして、 知能社会システムコースでは 総合化能力にも 最大の力点 

を置こうとしているのであ る。 3 つの能力のうち 技術的能力は、 一番効率良く 教育できるもの 

であ る。 人間的能力は 天性のものと 努力の結果とで 形成されるものだろう。 幸いこの 2 つの能 

力を持つことができる 人は、 比較的多い。 しかし、 総合化能力を 養うことは大変難しく、 実際 

そのような能力を 備えている人は 非常に少ない。 日本の社会で、 今、 一番求められている 人材 

は、 コンセプチュアル・スキルを 備えた論理的思考のできる 人であ ろう。 知能社会システムコ 

一スは 、 このような人材の 養成を目標としている。 

デザインは、 工業製品や複雑なシステム や 、 場合によっては、 社会システム、 行政システム 

を 対象とすることにもなるだろう。 そして、 マネ 、 ジメントはデザインを 実現化するための 技術 

であ る。 デザインとマネジメントの 両方が出来ることが、 即ち、 総合化能力があ るということ 

になるだろう。 そして、 デザインとマネジメントには、 実は 、 色々な共通点があ る。 良い デザ 

イナーが良いマネージャ 一になることは、 割と易しい。 物 と物との関係、 物と自然との 関係、 
物 と人との関係をマネージすることが 設計の重要部分であ るからだ。 

6.  新しい職業能力開発 

東大工学部のシステム 創成学科・知能社会システムコースの 職業能力について 私見を披露さ 

せていただいた。 まだまだ不完全なままであ ることを、 充分承知している。 しかし、 新しい 人 

材 育成に対するチャレンジは、 今の日本で一番求められているものと 思う。 

知能社会システムコースは、 学部教育の範囲内であ る。 まだ大学院レベルでの 企画はない。 
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MBA や MOT を導入すれば、 それでいいというものではないだろう。 また一方では、 企業内にお 

ける人材育成プロバラムは 多くの場合、 大変お寒 い 状況と言わざるを 得ないだろう。 大学院、 
各民間企業、 全ての機能部分で、 新しい職業能力の 開発に取り組まねばならないだろう。 IT 
ベンチャ一だけでなく、 』 っ 一つの産業に 対応したべンチャーを 育てる仕組みも、 環境作りと 

して必要であ ろう。 個人の職業能力が 国際競争で負けるならば、 企業も、 大学も、 日本経済 全 

休 も、 国際競争で負けるということであ るからであ る。 

7.  おわりに 

東京大学工学部における 新しい学科「システム 創成学科知能社会システムコース」につい 

て 、 紹介した。 この学科は次の 点で新しいといえよ う 。 

領域工学から 離れて、 総合的な教育を 志向している。 

  カリキュラムの 構成を学部教育は 工学リベラルアーツであ ると位置づけている。 

  カリキュラムの 構成に座学のみならず、 プロジェクト 演習などを新しい 手法を導入してい 

る 。 

  モノづくりを 基礎としながら、 その全体像を 教育の対象としている。 

これらは 皆 新しい試みであ る。 日本の産業界は、 「要素を熟知しているエンジニアが、 シス 

テム全体を設計できるエンジニア」と 決めつけてきた。 「広く浅く」知ることへの 拒否反応を 

示してきたともいえる。 その結果、 技術開発の方向を 決定できなくなったと 言われる今日、 こ 

の 学科で養成される 学生が社会に 貢献できることを 願うものであ る。 
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